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もりのにぎわい通信  
 

20１２年１２月８日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2012年 12月 8日（土）9：00～15：00 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 6～15℃ 湿度 40% 風向 西南西 風速 15m 

参加者：24 人：子ども 12 人、大人 12 人（つるかご講師、アシスタント 2 人含む） 

 

■ 活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  09:30森もりあそび隊受付開始 

10:00 つるかご作り 

12:00昼食 

13:00 リース作りとトトロのオブジェ 

14:40 集合写真 

15:30 後片付け･解散 

■ 活動報告 

今回の企画は 12月という事でクズの蔓を使った籠、ドングリなど木の実を使ってトトロやリース

を作るというものです。去年に続いて抜井さんに先生をお願いしました。御嬢さんも子供たちに教

えるアシスタントとして参加していただきました。 

まずは材料になるクズの蔓を集めました。いつもは憎きクズですからチョンチョンと切ってしま

いますが、長くてしっかりした蔓を手に入れるために丁寧に取り外します。何本もの蔓がからみあ

っていたりして長いものを取ろうとすると、除去中心の蔓取りにくらべるとずっと時間がかかって

しまいます。籠をたくさん作って高値で売れたりしたら蔓の撲滅も簡単にできてしまうのでしょう

が材料になる蔓を集めるのもたいへんでした。 

籠を編むのはもっとたいへんです。去年のご指導いただいた編み方なんてとっくに忘れてしまい

ました。「4本の真ん中を抑えてこれを中心にして編んでいきます。一本は長くしてあって編んでい

くものなので立ち上がっていく芯は 7本、奇数ですからいつも上下が入れ替わっていきます。これ

は編み物の基本なんですよね。理屈はなんとなくわかるのですが、手がそういう具合に動いていか

ないんですよね。あれ絡んでいかないゾ、あれバラけちゃったゾなんて、何度も試行錯誤を繰り返

しているうちに籠らしいものもできかけてきたところで、お昼の休憩タイムというゴングに救われ

ました。 

会から美味しい豚汁がふるまわれました。日差しはあるものの本当に風が強く豚汁の温かさが格別

でした。 

籠作りが一段落したところで、貫井さんが用意してくださった材料を使いリースや飾り物の製作

に入りました。ドングリやたくさんの木の実、草の実などが用意されていて子供たちの創作意欲は

大いに刺激されたようです。楽しい作品がたくさんできました。 

（記録：金井章男） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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■森もりあそび隊 

・森のクラフト①くずのつるでかご作り 

晴天にめぐまれてぽかぽか陽気の森ではと思っていましたが、冷たい強い北風に悩まされる一日

でした。 

そんな中かご作りは吹き飛ばされる心配がないので外での作業、小さな飾りをつけるリースや自

然素材のトトロの工作はビニールハウスでの作業となりました。 

まずはかご作りのためのくずのつる集めからスタート。初めて参加の新メンバー家族はみんなで

力を合わせてつぎつぎと集めていて、とても初めて参加とは思えないくらい・・実はパパは土気出

身の方でこの森が昔の土気の様子と似ていて子ども時代にたくさん自然の中で遊んでいたとのこ

と。うなずけました。 

すぐにかご作りに入れなかったこどもたちはくずのつるを体に巻きつけて遊んでました。くずの

つるは意外といろいろあそべるなあと実感・・前回は長縄してたような 

エナジーの抜井さんの指導の下まずはかごの底から編んでいきました。初めが難しく皆手こずっ

てましたが、作業が進んでいくにつれすこしずつ、かごらしい形が見えてきました。私は今回で二

回目でしたが底の部分は残念ながら技術の進歩は見られませんでした(^_^;)。 

新メンバーの 3年生のお姉ちゃんは、底部分をお父さんが作った続きを引き継いで黙々ときれい

なかごを編んでいました。途中温かい豚汁でお昼にした後、作業を再開してそれぞれ完成・未完成

いろいろでしたが風合いのあるかごが出来上がりました。 

 

・森のクラフト②リース作りとトトロのオブジェ 

ビニールハウスの中に並べられた自然の素材は種やら貝殻やら約 30 種類ぐらい。少しずつ抜井

さんが集められたものとのこと。どんぐりには目があり黒目をいれるとトトロに変身。ヒマワリの

種はトトロの耳になりました。それらを竹や木を輪切りにしたものに好きなようにグルーガンで接

着し、かわいらしいオブジェの完成。子どもたちは思い思いの感性でたくさんの素材から楽しそう

に選んで、夢中になって作っていました。自然素材で作った鳥の巣と鳥のオブジェもなかなかの作

品でした。 

リース作りは 4 歳の新メンバーの男の子がお姉ちゃん二人に負けじとチャレンジしていました。

お母さんもグルーガンを使うこともあり心配そうに見つめる中、その心配をよそにうれしそうにグ

ルーガンでつかって素材をつけてリースを完成させました。それぞれのリースがすてきなクリスマ

スの飾りになりました。 

作業の最後に森で収穫したサツマイモをダッチオーブンで焼くこと約 1時間半の・・ちょっと周

りは焦げてたけど甘い焼き芋をみんなで分けていただきました。 

もう少したくさん食べたかった。親も子も・・・同意見。 

                               （記録：和田 みさ子）                                                                               

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■ お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、平成 25 年 1 月 26 日（土）（雨天時 1 月 27 日（日））除草作業と果樹の追肥作業

です。また、午後から観音地周辺の自然観察会を行う予定ですので、ぜひ、ご参加くださいますよ

うお願いします。 

 

http://www.g-cycle.org/
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        完成した作品の前で集合写真 

 

   

    参加者集合 本日の企画スタート 
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   クズの蔓集め 

 

  

 

 

 

  

 抜井先生による編み方の指導 
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各自つるかご作りに熱中 

 

 

 

  

寒いので豚汁が美味しい 
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クリスマスリースとトトロのオブジェ作り 
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トトロのオブジェ見本 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                             

 


